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研究会「2007年度原子核三者若手夏の学校」報告

研究会名： 2007年度原子核三者若手夏の学校

　　　　　 YONUPA Summer School 2007

開催日時： 2007年8月20日～2007年8月25日
開催場所： 長野県下高井郡木島平村 ホテル パノラマランド木島平
[Abstract]

‘YONUPA Summer School 2007‘ was the workshop mainly intended for national graduate students studying elementary particle, nuclear, or high energy physics. 237 students participated in this summer school.

The workshop involved 9 rectures and 2 review talks in total by researchers who were active in these fields of research. Talk sessions and poster sessions by students were also held.

The important aim of this workshop was encouraging interchanges between students from different universities.

[世話人]
中山真作　北海道大学  (Shinsaku Nakayama, Hokkaido Univ.)
椿原康介　北海道大学　(Kohsuke Tsubakihara, Hokkaido Univ.)

山下博史 北海道大学  (Hiroshi Yamashita, Hokkaido Univ.)

大庭広士　新潟大学    (Oba Hiroshi, Niigata Univ.)

冨田哲也 新潟大学    (Tetsuya Tomita, Niigata Univ.)

中村悟史　金沢大学    (Satoshi Nakamura, Kanazawa Univ.)

土谷暁人 金沢大学    (Akito Tsutiya, Kanazawa Univ.)
斉藤卓　  筑波大学    (Takashi Saito, Tsukuba Univ.)
上田悟   筑波大学    (Satoru Ueda, Tsukuba Univ.)
谷田寛明　大阪大学    (Hiroaki Tanida, Osaka Univ.)
井本稔也　名古屋大学  (Toshiya Imoto, Nagoya Univ.)
木村康二 名古屋大学  (Kouji Kimura, Nagoya Univ.)

長島崇行　東京工業大学  (Takayuki Nagashima, Tokyo Inst. of Tech.)
三輪貴志 東京工業大学  (Takashi Miwa, Tokyo Inst. of Tech)
石原雅文　九州大学      (Masafumi Ishihara, Kyushu Univ.)
南崎梓　 お茶の水女子大学  (Azusa Minamizaki, Ochanomizu Univ.)
皆川恵理子 筑波大学    (Eriko Minakawa, Tsukuba Univ.)
鈴木信彦　 大阪大学     (Nobuhiko Suzuki, Osaka Univ.)
伊田祥吾　大阪大学     (Shogo Ida, Osaka Univ.)
西山陽大　 東京大学     (Akihiro Nishiyama, Univ. of Tokyo)
山本直希　東京大学     (Naoki Yamamoto, Univ. of Tokyo)
服部恒一　東京大学     (Kouichi Hattori, Univ. of Tokyo)
山崎秀樹　 筑波大学     (Hideki Yamazaki, Tsukuba Univ.)
望月亜衣　筑波大学     (Ai Mochizuki, Tsukuba Univ.)
[研究会の目的・趣旨]
　本研究会は毎年、全国の素粒子、原子核、高エネルギー物理学を研究している修士から博士までの大学院生を主な対象とした夏の学校として開催され、各大学間の交流を図ると共に参加学生の研究者としての基本的な素養を養うことを目的としている。参加者は各パートにおいて企画された講義、レビュートークによって、研究を進める上での基礎となる知識を身に付けると共に、それぞれの分野における最新の話題についての見識を得ることが期待される。また参加者自身による口頭、ポスターによる研究発表の場を設けることによって、参加学生間の活発な議論を促している。企画運営は年度毎に決められた役職校の大学院生によって行われており、今年度で53回目の夏の学校となった。
　研究会は同時に開催される素粒子、原子核、高エネルギー物理学の３つのパートから構成されている。素粒子論パートでは現象論、弦理論、場の理論の３つの講義が企画され、素粒子理論の研究を志向する参加者にとって比較的偏りの少ない構成となっている。今年度はそれぞれ、「宇宙のバリオン数生成」、「弦理論とゲージ理論の双対性」、「超対称ゲージ理論の展開」といったテーマで入門的な講義が行われた。

原子核パートでは、「高密度物質における相転移現象」、「軽い核構造研究の概観と最近の進展」といった、理論的研究における最近の話題が扱われたと共に、現在までにRHICで生み出された実験的結果を元に、「クォーク・グルーオン・プラズマ探索実験の現在と未来」について講義が行われた。

高エネルギーパートは、加速器による素粒子・原子核物理を研究対象とした参加者向けに開催され、「暗黒物質探索実験」、「ILCで宇宙開闢に迫る」の２つの講義が行われた。
[研究会の成果]
　2007年度原子核三者若手夏の学校は、237人の学生参加者を集めて開催された。研究会一日目は「高エネルギー原子核衝突がとらえたクォーク物質」と題した三者共通講義が行われ、RHIC等最近の高エネルギー原子核衝突の実験の結果を踏まえたクォーク物質についての現在の理論的・実験的理解の解説が為された。
素粒子論パートにおいては現象論・弦理論・場の理論の3つの講義が行われた。参加者の大半を占める修士1年の学生向けに講義は行われ、発展的な内容を理解する良い機会となった。また研究会は口頭発表2回とポスター発表1回が行われた。発表者は自分の研究を知ってもらう良い機会になり、良い経験になった。また同世代の間で行われた研究会なので発表、質問を気軽に行うことできるという利点もあった。

　原子核パートの講義において、飯田圭氏には中性子星内部の原子核構造に基づいて、カラー超伝導の実現性について講義していただいた。また、同じくハドロン分野の実験的な側面から、小沢恭一郎氏にはLHCにおけるQGPの観測に向けて、RHICで蓄積されたデータの解説を行っていただいた。核構造分野では板垣直之氏に原始核構造の基本的事項から、最近のαcondensation等の具体的なトピックに至る講義をして頂いた。学生、及びレヴュートーカーによる研究会では、発表者数がやや核構造分野に偏っており、ハドロン分野との相互的な交流が不足していた。

　高エネルギーパートにおいては、パート参加者約３０名中１６人の学生による研究発表が行われ、積極的な研究会への参加意識が伺えた。東大の箕輪先生にはダークマターの候補として挙げれているニュートラリーノの探索実験の話をして頂いた。現在の測定器の性能ではバックグラウンドの除去をつけることが困難で、検出器の技術革新が必要であることが今後の課題であると締めくくられました信州大の竹下先生には「加速器は宇宙のタイムマシン」ということで、加速器全般からILCに至るまでのに関する講義をして頂いた。ILCの講義では現在開発中の検出器の説明もして頂き、来る次世代の加速器に期待を膨らます内容であった。研究会では多数の発表希望者が集まり、その結果様々なテーマでの話を聞く事が出来、質問も色々飛び交う等充実した内容となった。
全体を通しての課題としては、修士の学生の発表が少ないことが指摘された。夏の学校という性格上も、積極的に修士が発表できるような環境を作ることが必要である。素粒子論パートでは特にポスター発表の数が減少傾向にあることが伺えた。来年度以降の参加者募集にあたり、研究会へのより積極的な参加を促すことが必要と思われる。

